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第 2 章 あいづちに関する先行研究およびその問題点
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データを収集し、文字化した。松田(1988) 、堀口 (1997) らは、あいづちの頻度は話のタイプ(雑
談的、討論的等)によって異なると指摘している。そこで、本研究では、身近なことに関する気軽
な話に限定するため、留学・仕事・勉強を話題に設定した。 2006年12月から 9 月にかけて、日本語
母語話者と中国に在住の中国語母語話者を調査対象として、初対面同士と友人同士という設定で、






















「言い換え」、「コメント」の 4 種類に分類した。さらに、「あいづち詞」を「感声的表現J I概念的
表現J に分類した。
4.2 出現位置の分類




2 I短い表現」はメイナード (1993) で用いられたものであるが、ここではそのまま踏襲する。「はし、H うんJ I そ



















































































































3 種のあいづちがそれぞれのあいづち異なり総回数の約 5 、 6 割を占める表現形式と、種類数が表















た様々な要素が重ねられ、結果的に「そうですね J I そうですよねJ I そうなんですね」などの様々
な種類の表現が作られる 。 一方で、中国語の会話においては、「是J I対」が基本になる形のあいづ
ちを見るし反復型や「刷、所、日巴、蜘J のような終助詞が重ねられ、「是H阿J I対胴J I是瞬」な






日本語の会話において、中国語の約 2 倍以上タ ーン放棄のあいづちが使用され、中国語の会話に
おいては、相手が発話権を行使している聞に聞き手から送られたあいづちは非常に少なかった





















水谷 (1988) が指摘しているように、日本人の会話スタイ ノレは「共話」である 。 「共話」的なス
タイ ノレの特徴として、話し手が自ら会話を完結させるのではなく、話し手と聞き手を区別せず、 2
人で会話の流れを作っていくのである 。 それは 「共話」での聞き手の姿勢である 。 日本語の会話に
おいて、タ ー ンの途中に打たれるターン放棄のあいづちが多いことは、「共話」的な会話スタイノレ
によると考えられる 。 聞き手が話し手の発話途中であいづちを入れ、共同で l つの発話を完結させ
るのである 。 一方、水谷 (1993) では、 「対話J 的なスタイノレの特徴として、話し手は自分の発話
を完結させてから、相手の話を聞くという形であり、聞き手は話し手の発話が完結するまで黙って
聞くのであると述べられている 。 日 (2009) は中国語の会話スタイ ノレは 「共話」より「対話」に近
いと指摘している 。 相手の話を黙って聞くという「対話」 の性格によ っ て、中国語の会話において、
相手のタ ーンの途中に使用されたタ ー ン放棄のあいづちが少ないと考えられる 。
日本語にあいづちが多いもう 1 つの理由は、ター ン譲り合いのあいづちが中国語より遥かに多い
ことである 。 日 本語の会話において、ターン譲り合いのあいづちが最も多く用いられた場合は、 11
団連続して出現したが、中国語の会話においては、 最 も多く使用された場合は、 3 回しかなかった。
中国語の会話のすべての場面にわた っ て、タ ー ン譲り合いのあいづちがほとんど用いられなかっ
た。 つまり、会話者の聞に話題の展開がないとき、沈黙を回避し、「人間関係が途切れてしまう気
持ちになるのを防ぐため J (メイナード"1993:172) 、相互に協力し合い、ある一定の交代リズムを保
つ傾向が中国語より顕著である 。 おそらくこれが日本語のあいづちの多さを作り出している理由の
l つであろう 。
また、日本語会話において、「文中」に使用されたあいづちがタ ー ン放棄のあいづち総数に 占め
る割合は、日本語が中国語の 3 倍か 4 倍程度大きい。 つまり、日本語の会話では、 「文法的未完了点」
にあいづちを入れたり、ときには相手の話と重なりあいづちを打ったりすることは中国語より多
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L 、。それは日本語の「共話」での聞き手の姿勢の表れである。まとまりの意味を持たない位置でも
相手に「聞いている」ことを示しながら会話を進める。それに対し、中国語の会話においては、聞
き手は「文中」であいづちをほとんど打たず、に黙って聞く姿勢を保っている。これは「対話」的な
会話スタイノレによると言えよう。
5.2 今後の課題
今後の課題として、以下の 2 点が挙げられる。
まず、本研究では、主にあいづちの全体的な使用頻度、出現位置および表現形式の使用実態につ
いて分析を行ったが、あいづちは会話の進行中に具体的にどのような役割を果たしているか、個々
のあいづち表現形式の機能を明らかにする必要があると考えられる。
また、本研究では、言語行動としてのあいづちのみを対象として分析を試みたが、実際の対面会
話における、「うなずき」などの非言語行動の使用実態を明らかにすることによって、電話会話と
対面会話におけるあいづちの使用実態はさらに明らかになると考えられる。したがって、今後は、
非言語行動を研究の対象に加え、さらに分析していきたいと考えている。
論文審査の結果の要旨
本論文は、自然な会話の進行を助ける機能を有し、英語などに比して特に日本語の会話において
使用頻度が高いとされる「あいづち j を対象とし、これまで体系的に行われることのなかったその
中日語聞の対照分析によって両言語聞の異同を総合的かつ実証的に解明したものである。
日本語のあいづちに関する先行研究は多いが、本研究は、それらの研究手法・研究結果を整理再
検討した上で、中国語のあいづち分析に日本語の研究で得られた研究手法をより汎言語的な形に発
展させ応用しており、また中日語のあいづち分析において会話の形式(対面か電話か)と会話者間
の親疎(友人か初対面か)の状況による差を同時に検証している。さらに、データとして 4 種の会
話状況にわけで同世代の両言語母語話者計80組の約12時間におよぶ会話を収録して書き起こし、そ
こに現れた全あいづちの生起頻度を機能・形式・生起位置別に統計を用いて客観的に分析してい
る。そこに本研究の特色・意義があり、その研究成果として多くの新知見を得ている。
具体的には、まず、全体のあいづち使用に関して、 4 種の会話状況全てにおいて日本語のほうが
中国語よりあいづちの使用頻度が高いこと、また、会話状況問では、両言語を通じて電話より対面、
疎より親の関係のほうがあいづち使用頻度が低いが、統計的に有意に低いのは中国語の対面・親の
会話状況のみであることを検証している。その上で、両言語聞の差異に関しては、機能別では発話
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ターン取得を目的としないあいづちの使用が日本語に有意に多いこと、出現位置別では文末より文
中、特に文法的未完了点に打たれるあいづちが日本語に有意に多いことなどから、両言語の会話に
おけるあいづち使用の果たす役割の差異にその要因があることを明快に論証している。さらに、中
国語であいづち使用が有意に少ない会話状況においては話者選択のターン自体が少ないことなどを
データで示し、中日語聞のあいづち使用の差が「対話」対「共話」というコミュニケーション・ス
タイルの差に関わるものであることを指摘している。
あいづちと非言語行動との関わりなど今後の課題として残る点もなしとしない。しかし、本論文
は、膨大な量の自然言語データの収集・データベース化に始まり、当該分野の先行研究を踏まえて
論理的かつ客観的な分析を進め、あいづち使用について、中・日言語学を含めた一般言語学の談話
研究、また自然な会話運用能力の習得を目指す外国語としての日本語・中国語の教育の分野に寄与
する新たな知見を提出し得ている。このことは、執筆者が自立して研究活動を行うに必要な高度の
研究能力と学識を有することを示している。よって、本論文は、博士(国際文化)の学位論文とし
て合格と認める。
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